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ラ
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日　程�
時　　間�
テ 　ー 　マ�
�
�
３月


２0日（日）�
10:00～12:45�
10:00～11:00レクチャー、11:15～12:45第一回ワーク�
�
�
�
13:45～17:00�
13:45～15:15第二回ワーク、15:30～17:00第三回ワーク�
�
�
3月


２1日（祝）�
 10:00～13:15�
10:00～11:30第四回ワーク、11:45～13:15第五回ワーク�
�
�
�
14:15～16:30�
14:15～15:45第六回ワーク、16:00～16:30シェアリング�
�
講義の途中、１～２時間の単位で適宜休憩時間をいれます。


事例提出用紙につきましては、事務局にお問合せ願います。


要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。





心理臨床講座９





　子どもの心理臨床でもっともよく用いられるのはプレイセラピーです。しかしわが国でのプレイセラピーの位置づけは正当に評価されているとは言いがたいように思います。


　プレイセラピーというのは、子どもからのメッセージをプレイのなかでことばや行動から読みとり、その読みとったものを相手の問題の解決や改善のために返していく、それにまた相手が応答し････という連鎖によって、クライエントの問題が整理されたり解決していったりするいとなみです。


　セラピーのなかで何をしているのか、何が起こっているのかということを、セラピスト自身がつかめていることが不可欠です。そのお手伝いを体験ワークでおこないたいと思います。


具体的には拙著『心理臨床の手びき』(東京大学出版会)のなかの「プレイセラピーのワーク」を行います。


参加者は、プレイセラピーの経験がある程度あり、実際にプレイのケースをもっているセラピストに限定します。１セッション２人ペア（１人はセラピスト役、１人はクライエント役）で６つのケースをワークしたいと考えています。





受講がきまった方はかならず、どのようなケースをワークしたいかという簡単な要旨(800字程度)を提出してください。その際、自分が関わったケースで具体的に困ったり考えこんだシーンなりエピソードがあることが条件です。そのケースの家族関係の詳細などは記載しなくて結構です。必要なことは（１）年齢、（２）主訴、（３）セラピストとしてどういう点が困ったか、という具体的な内容を簡単に記載、（４）ワークしたいのはセッション全体のなかの何回目か、ということを書いて提出してください。その内容を読ませていただいて、実際のワークに用いる6ケースを選ばせていただきたいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　千穂子





期　日	：２０11年 3月 ２0日（日）～　２1日（月・祝日）


対　象	：臨床心理士・看護師・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・教育に


	関わる専門家で、先生の「お勧め文」に該当する方に限定します


定　員	：１２名 （定員になり次第締め切りますのでホームページ等でご確認ください）


受講料	：２８,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


企画講師：田中　千穂子　先生  東京大学大学院教育学研究科 教授、臨床心理士、文学博士


主　催  ：明治安田こころの健康財団


会　場	：明治安田こころの健康財団講義室及びプレイルーム（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３－１９－１０　　03-3986-7021


ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約７分


テキストのご紹介　: 「心理臨床への手びき」(東大出版会) 





面接技法としてのプレイセラピー　


～プレイセラピーのワークから～














